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6 パイロット事業の実施結果  

各パイロット事業の進捗状況と成果 
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  ：ポータルサイトの現況解説（構成・内容等） 

  ：パイロット事業として支援する内容   

■今月の特集 
 
投稿記事から選考し
て取材。記事として
掲載されている。 

■今月の特集 
 
投稿記事から選考し
て取材。記事として
掲載されている。 

 

■最新イベント情報 
 
投稿された各エリア
のイベント情報が掲
載されている。 

■特派員記事 
 
特派員からの様々な
分野について定期的
なコラムが掲載され
ている。 

■施設情報の更新 
 
各エリアの観光施
設情報が掲載され
ている。 

③施設運営者による情報更

新・共有システム（新着

情報充実） 

②特派員によるコンテンツ供給

→『どっぷり山陰』 

①新規コンテンツ共同作成

→『ミステリアス山陰』

■新着情報 
トピックス 

 
投稿された各エリア
の新着情報が掲載さ
れている。 

（参考） 山陰観光・旅のポータルへの支援事業    （当該ホームページトップページに加筆） 
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（１）ポータルサイト事業 ～① 新規コンテンツ共同作成～ 
 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「神秘性･ミステリアス」を仮に圏域の共通テーマにしてとりあげ、多様な主体の参加による新規コンテンツの共同作成を支援した。 

① 「神秘性･ミステリアス」に関心のある団体等に声をかけてワークショップを開催  

② ポータルサイトにて、一般市民向け「あなたが感じた山陰のミステリアススポット教えてください！！」アンケートを実施 

■ 市民から集まったミステリアススポット（平成19年1月19日～2月15日 ） 

 ○ 計61箇所  （両県内市民27人、その他地域の市民14人が情報提供） 

   （出雲・平田地区：14箇所、松江地区：15箇所、米子境港大山地区：20箇所、他：12箇所） 

  ＜投稿記事例＞ 

華蔵寺の摩崖仏

（不動明王） 

出雲國神仏霊場、日本風景街道に組み込まれている華蔵寺の参道を登っていくと、左側の崖に大きな摩

崖仏があります。松江城の鬼門にあたり、松江城鎮護のためにつくられたとのことです。足元に、杉井

の霊水が湧出しており、大きな杉の林の中に立てられた摩崖仏（不動明王）は、大きな存在感で畏怖を

感じます。 

田和山遺跡 

田和山に壕が見つかって、価値が有るか無いか、保存が必要だと世間を騒がしている時分に、 

知人と、泥まみれになりながら、上まで登ってみました。 

すると、ものすごく不思議なんですが、茶臼山がみえ、宍道湖が見え、枕木山、など、家も立っている

のに、なんだか、古代の風景が見えるような錯覚に陥りました。（ここは、なんだか、すごいぞ、残す

べき場所だぁ！）はじめ人間ギャートルズの世界に見えたのです。ぜひ、登ってみてください。不思議

な感覚に包まれます。 

でも、今では、市民病院が立っている、茶臼山は見えないでしょうね。 

多古の七つ穴  

島根町多古（沖泊）からシーカヤックで30分。幾重に洞窟がつながり、あたかも海の回廊のようになっ

ていました。中央部に入るとまるで大きなホールのように天井も高く、声をあげると・・・独特な響き

でゾクゾクとしてしましました。ここはまったく観光化されていませんが、それだけにアプローチもし

にくく、まさに秘境といってもいいかと思います。 

夕暮れ時の宍道

湖 

夕日もきれいですが、毎日違う表情を見せる湖面と空、雲の色はとても神秘的で癒されます。そして、

夕日の沈む先には出雲大社というロケーションは最高です。 

 

■ 新たに作成したコンテンツ（スポットごと） 

              

■ ワークショップの記録（平成19年2月1日 荒神谷博物館にて） 

○参加団体 

 境港観光協会、NPO法人出雲学研究所、NPO法人大山中海観光推進機構、 

NPO法人まちづくりビジネス支援ネットワーク、NPO法人まつえ・まちづくり塾 

○主な内容 

・ 圏域の歴史・文化的な一体性に関する議論 

・ 神秘・ミステリアスコンテンツのホームページ上での展開方法 

・ 各エリアについて、具体的な神秘・ミステリアススポットの抽出 

○出された意見の一例 

・ ただ神秘・ミステリアススポットを羅列するだけでなく、神話のストーリー（因幡の白兎など）と

組み合わせて示したほうが良い。 

・ 各団体のカバーする地域や特長を活かし、材料を持ち寄るなどして役割を分担して作り上げる。 

関係者ワークショッ

プや一般市民による

スポットの提示 

関係者による評価や

コメント 

寄せられた情報や、関

係者による評価やコ

メント 
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パイロット事業を通した関係者の意見・課題等 
○ 圏域の共通イメージの１つとして「神秘性・ミステリアス」を取り上げ、情報を収集・

整理・発信できたことで、今後の観光戦略において新たな切り口が見つけられた。 

○ (ワークショップ参加者)圏域の関係者が協力して１つの企画を仕上げる楽しさや効果

を体験でき、別のテーマでも共同作成に取り組んで行きたい。 

○ 作り上げた結果、継続して市民意見を募集し、充実させていくことになった。 

○ 圏域関係者が協力してコンテンツ作成を行うこととしたものの、ポータルサイト運営

者に相当な労力が必要となった。 

○ トップページの文章等、関係者が増えた分だけ調整に手間がかかるようになった。 

○ 他のサイト運営者より、「山陰観光 旅のポータル」の支援を実施したことに対して、

事前に話し合いや合意があるべきだったとの意見。 

■ トップページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 市民から集まったミステリアススポットの分布図（オレンジ色の点） 

 

 

 

 

              

 

関係者間で意見交換・推

敲を重ねながら共同作成 

 
圏域には様々なスポットが分散。

首都圏住民アンケートでは「ミス

テリアス＝出雲」の印象が強い。 

・ 「神秘性・ミステリアス」を圏域イメー

ジとして確立できる 

・ 観光ルート･「癒し」ツアーの企画等へ

成果         

 

 

 

中間支援組織のあり方に関連するもの 
○ 一体感の醸成は当該地域で活動する多数の主体の力を結集するための重要な

仕掛けであり、このような仕掛けづくりは中間支援組織が担うべき重要な役割

○ 特に、複数の地方公共団体にまたがる区域で多様な主体の連携を図るために

は、中間支援組織の有する人的ネットワークが効果的に機能 

○ ただし、多大な労力と経費が必要となることから、ある程度、中間支援組織が

成熟し、活動に余裕が生じた段階から取り組むことも考えられる 

地元での取組みにより深く関連するもの 
○ 圏域の一体感の醸成に寄与 

○ 「神秘性・ミステリアス」というテーマについてはコンテンツが充実し、県境

を越えた表現方法により魅力が向上 

○ 圏域で広く、多様な主体で議論しながら共同作業を行う楽しさ・実績ができ、

今後、他のテーマでの共同作業が進み、交流・連携の活発化が期待できる 

今後の課題・期待される取組み（継続して検討） 
○ 今回のパイロット事業での実績を活かして、別のテーマでコンテンツを共同作成（多

様な主体への呼びかけ） 

○「神秘性･ミステリアス」コンテンツを活かしたバナー広告の依頼、関連サイトとの連

携の依頼 

○「神秘性･ミステリアス」コンテンツを活かした観光振興事業の展開（ドライブコース、

ツアー企画、シンポジウムなど）、リピーター向けの情報の専門性の深化 
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